
 

肺癌コンパクトパネル検査業務仕様書 

 

この仕様書は、埼玉県立がんセンター（以下「甲」という）が委託する肺癌コンパクト

パネル検査業務を受託する者（以下「乙」という）が業務を適正に行うため、必要な事

項について定めるものである。 

 

１ 業務内容 

  埼玉県立がんセンターで定める別表の検査業務及びこれに付随する業務とする。 

 

２ 倫理規定の遵守 

  乙は本検査の実施に際し、「遺伝学的検査受託に関する倫理指針」（社団法人日本衛生

検査所協会）、「遺伝学的検査に関するガイドライン」（遺伝医学関連１０学会）「家族

性腫瘍における遺伝子診断の研究とこれを応用した診療に関するガイドライン」（家族性

腫瘍研究会）の各指針を遵守し、被検者の人権の保護に努めるものとする。 

 

３ 検体の引き渡し 

（１）甲は、個人識別情報を連結可能匿名化した後、乙の指定する書式に従って、本検査 

を乙に依頼する。 

（２）乙は埼玉県立がんセンター（埼玉県北足立郡伊奈町小室７８０番地。以下同じ。）に訪

問のうえ、検体を受領する。 

 

４ 検体及びＤＮＡの保存及び廃棄 

（１）乙は、甲から引き渡しを受けた検体を処理して得られたＤＮＡ（以下「ＤＮＡ」と 

いう）を、検体を採取した日の属する月から６カ月間保存することとする。    

（２）乙は、保存するＤＮＡの保存期限が到来した時は、当該ＤＮＡの個人識別情報によ 

る一覧を作成し、甲の指示を受けたうえ、当該ＤＮＡを廃棄、保存又は返却する。 

 

５ 検体及びＤＮＡの目的外使用の禁止 

（１） 乙は、３に規定した甲から引き渡しを受けた検体及び４（１）に規定したＤＮＡを、 

本検査にのみ使用することとし、これを他の目的には使用しない。 

（２） 乙は、保存するＤＮＡの処理について、甲の特別の指示があった場合は、４（１） 

及び（２）に関わらず、甲の指示に従う。 

 

６ 検査の追加 

乙は、ＤＮＡの保存中に甲の書面による本検査の追加依頼があった場合は、４（１） 

に規定した乙が保存するＤＮＡを使用して本検査を行う。 

 

７ 検査結果の報告 

（１）乙は、検体を受領した日から一ヶ月以内に、甲に検査結果を報告する。 

（２）乙から甲への検査結果の報告は、乙所定の様式で行う。 

 



 

８ 検査結果の納入場所 

本検査に係る検査結果の報告書及び業務完了の報告書の納入場所は、埼玉県立がんセン 

ター遺伝子診断室とする。 

 

９ 情報の提供  

    乙は、検査方法の変更、基準値変更および新規導入項目が発生した場合は早急に甲に連

絡し、関係資料を提出すること。 

 

10 問い合わせ窓口 

   乙は、検査結果をはじめ種々の問い合わせに対し、委託内容および自社業務内容を熟知

した職員を配置すること。 

 

（別表） 

検査項目 

肺癌コンパクトパネル（７遺伝子） 

 


